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 旅行支援の要求の増加 
◦ 単独で旅行をする高齢者・障がい者の増加 

◦ 東京オリンピック・パラリンピックの開催 

 

 スマートフォンの普及 
◦ 携帯電話の高性能化 

◦ どこにいても通信できるモバイルネットワーク 

◦ 高齢者向けスマートフォン 

 

高齢者や障がい者の活動を支援するシ
ステムが有用である 
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 1.利用者が端末から通報
すると、位置情報の測位
が行われる 

2.位置情報と通報がタク
シー会社の指令セン
ターに送られる 

3.内容確認の電話が通報
者の端末にかかってくる 

4.タクシーが出車される 
5.現場に到着する 
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出典: www.tsubame-taxi.or.jp/security/newmamo.html  
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 特定の機種を使用 
◦ 「新・まもるくん」対応端末を使用 

 

 特定の範囲のみでのサービス 
◦ 名古屋市とその周辺のみで利用可能 

 

 電話応対が必要 
◦ 言語に障がいのある方や聴覚障がいのある方は利用できない 
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写真: http://media.kddi.com/app/publish/torisetsu/pdf/milook_torisetsu.pdf 
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 日本全国で利用できるシステム 

 

 どの端末でも利用できるシステム 
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 ボランティア、対象者の位置情報を
保持するが蓄積はしない 
TLIFESの既存機能を利用 

SP 

支援要請 

半径○m内のメンバに通
知 
支援内容表示 
対象者までの経路表示 
支援可否選択 

SP 

インターネット 

本部 

対象者 

ボランティア 
決められた
範囲 
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 身体に障がいを持つ方 
◦ 上肢・下肢障がいの方 

◦ 車椅子を使っている方 

◦ 聴覚障がいの方 

 

 高齢の方・病気や怪我をしている方 
◦ 杖を突いている方 

◦ 手押し車を使っている方 

 

 妊娠中や赤ちゃんを連れている方 
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• 氏名、パスワードを入力 
 

• サーバに登録された情報と合致すれ
ばログインする 
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• 氏名、Ｅメールアドレス、パスワードを
入力 
 

• サーバはＥメールアドレスをＩＤとして蓄
積 
 

• 登録されたＩＤは登録者を判別する目
的で使用 
 

• 利用登録完了後、登録されたメールア
ドレスに確認メールを送信 
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• ユーザが中心の地図を表示 
 

• ユーザの周辺の登録者をマーカで
表示 
 

• 通報ボタンや設定ボタンを選択す
ると、サーバに通知される 
 

• 主要道路の渋滞情報を表示 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 
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• 支援内容が書かれたチェックボッ
クスを選択 
 

• 「設定し、通報画面へ」ボタンを押
すと通報画面へ遷移 
 

• 現在は車いすを利用している人の
ための支援内容が中心 
 

• 今後、多種多様な障がいを持つ人
に調査を行い支援内容リストをさら
に検討する予定 
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• 支援内容の概要と必要人数を選
択する 
 

• 支援の詳細の記入は必須ではな
く、 「支援を要請する」ボタンを押
下すれば送信可能 
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• 通知対象のボランティアのみ表示 
 

• 「支援の要請がありました」の文字を
大きく赤字で表示 
 

• 支援要請画面で選択、記述した支援
の概要、必要人数、支援の詳細を表
示 
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• ボランティア側の画面 
 

• ボランティアの画面・要請者の画面とも
要請者が中心 
 

• オレンジ色のマーカは支援可能、青は
支援不可能、緑は未回答のボランティア
を表す 
 

• 青い円は半径360m、緑は1370m、赤
は4570mで通報範囲を表す 
 

• 集まった人数を見て、さらに人数が必要
かどうか判断する 
 

• 要請者が判断して通報範囲を拡大 
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• 支援が完了した際には支援完了ボタ
ンを押して通常画面に戻す 
 

• 緊急性の高い「再度通報する」、「支
援可能」、「支援不可能」の各ボタン
には色を付けた 
 

• 支援者が多く使う「経路表示」、「支
援完了」の各ボタンは同じ色合いとし
た 

・ 
・ 

・ 
・ 

・ 
・ 

・ 
・ 

・ 

・ ・ 



 多くの登録者がいればどこでも利用できる 

 

 Android OS対応の端末であれば利用できる 

 

 電話応対が不要 
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 サーバとの連携方法の検討 

 

 サーバの実装 

 

 視覚障がいを持った方も利用できるシステムの検討 

 

 位置情報の更新頻度の検討 

 

 ボランティアに通報する範囲の検討 
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 現状の相互扶助支援システム 

 

 提案システムの概要とスマートフォンの画面 

 

 今後の検討と課題 
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 VolunteerSupportとVolunteerSupport2に分けて実
装 
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 青い背景の部分を実装 
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 速さを以下のように仮定 
◦ 人間の歩行の速さ→4km/h 

◦ 自転車走行時の速さ→15km/h 

◦ 自動車走行時の速さ→50km/h 

 

 地図を使わずに知らない街を歩くと歩行距離は1.55倍
要する 
◦ 自転車や自動車の場合も同じ割合の走行距離を要すると仮定 

 

 支援要請から到着までの時間は救急車到着までと同じ
8.5分間 
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